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1  ご使用になる前に
1 ご使用になる前に

◆ 取扱説明書について
本オプションユニットに関連する取扱説明書には以下のものがあります。目的に応じて
ご利用ください。

オプションユニット

インバータ
HF-520シリーズオプション
PROFIBUS-DP通信
取扱説明書
資料番号：DM2309（本書）

最初にお読みください。
本製品をお使いいただくうえで基本とな
る，配線，設定，機能，異常診断について
説明しています。
ご購入時，オプションユニットに同梱され
ています。

インバータ
HF-520シリーズオプション
PROFIBUS-DP通信
テクニカルマニュアル
資料番号：DM2310

本製品についてさらに詳しい使い方が知り
たいときにお読みください。取扱説明書に
は記載されていない詳細な内容を確認でき
ます。製品には同梱されておりませんの
で，弊社の製品・技術情報サイト
(http://www.shi.co.jp/ptc/)からご覧くださ
い。

インバータ HF-520/HF-X20シリーズ　取扱説明書（本書）
取扱説明書 No.：DM2301
ご購入時，冊子で同梱されています。
本製品をお使いいただく上で基本となる，据え付け，配線，操作手
順，異常診断，保守点検およびパラメータの基本設定について説明
しています。
本製品の基本操作と試運転のためにお使いいただく取扱説明書です。
インバータ HF-520/HF-X20シリーズ　テクニカルマニュアル
取扱説明書 No.：DM2302
本製品のパラメータ設定および MEMOBUS通信などについて詳細に
説明しています。機能，性能を拡張してご活用いただくための詳細
取扱説明書です。

STOP

(Hz)

(Hz)
(A)
(V)

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

HF-520
周波数指令
正転逆転選択
出力周波数
出力電流
出力電圧
モニタ
ベリファイ
セットアップ
パラメータ設定
オートチューニング

据え付け、運転の前には必ず取扱説明書を読むこと。
通電中および電源遮断後5分以内はフロントカバーを
外さないこと。
400V級インバータの場合は、電源の中性点が接地
されていることを確認すること。（　　対応）

けが、感電のおそれがあります。危　険

Read manual before installing.
Wait 5 minutes for capacitor discharge after
disconnecting power supply.
To conform to         requirements, make sure
to ground the supply neutral for 400V class.

Risk of electric shock.WARNING
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1  ご使用になる前に
◆ 本書中の用語・略称について
（注） 守っていただきたい重要な事柄です。また，インバータのアラーム表示が発生するな

ど，装置の損傷には至らないレベルの軽度の注意事項や，補足事項を示します。

◆ 登録商標について
• PROFIBUS-DP は，PROFIBUS Internationalの登録商標です。
• その他，本文中に記載してある会社名，製品名は，各社の商標または登録商標です。

インバータ HF-520シリーズ
オプションユニット PROFIBUS-DP通信オプションユニット（SI-P3/V-H）
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1  ご使用になる前に 
◆ 安全に関するシンボルマーク
オプションユニットの配線・設定，操作をする前に，本取扱説明書をよくお読みくださ
い。オプションユニットは，本取扱説明書の記載内容と現地の規格に従って設置を行っ
てください。
以下のシンボルマークは，本取扱説明書内での安全に関する重要な記載を示すために使
用されます。これらの注意事項をお守り頂けない場合は，死亡または重傷につながる可
能性や，本製品や関連機器及びシステムの破損につながるおそれがあります。

危険
取扱いを誤った場合に，死亡または重傷につながる危険が生じる可能性があり，その危険
の切迫度が高いことが想定されます。

警告
取扱いを誤った場合に，死亡または重傷につながる危険が生じる可能性があります。

注意
取扱いを誤った場合に，軽傷を受ける危険が生じる可能性があります。

重要
取扱いを誤った場合に，物的損害が発生するおそれがあります。
6 



1  ご使用になる前に
■ 安全上のご注意

一般注意事項
• 取扱説明書に掲載している図解は，細部を説明するために，カバーまたは安全のための
遮へい物を取り外した状態で描かれている場合があります。この製品を運転するとき
は，必ず規定どおりのカバーや遮へい物を元通りに戻し，取扱説明書に従って運転して
ください。

• 取扱説明書に掲載している図は，代表事例であり，お届けした製品と異なる場合があり
ます。

• 取扱説明書は，製品の改良や仕様変更，及び取扱説明書自身の使いやすさの向上のため
に適宜変更することがあります。

危険
本取扱説明書に記載された，安全にかかわるすべての情報にご留意ください。
警告事項をお守り頂けない場合は，死亡または重傷につながるおそれもありますので，ご
留意ください。
貴社または貴社の顧客において，本取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた，
傷害や機器の破損に対して，弊社はいっさいの責任を負いかねます。

重要

インバータやオプションユニットの
内部の回路を変更しないでください。

インバータ，またはオプションユニットが破損するおそれがあります。貴社および貴社顧
客において製品の改造がなされた場合は弊社の保証外とさせて頂きます。
輸送・設置時の木質梱包財（木枠，合板，パレットなど含む）

の消毒・除虫処理についてのご注意
梱包用木質材料の消毒・除虫が必要な場合は，必ずくん蒸以外の方法を採用してくださ
い。
例：熱処理（材心温度 56°C以上で 30分間以上）
くん蒸処理をした木質材料にて電気製品（単体あるいは機械等に搭載したもの）を梱包し
た場合，そこから発生するガスや蒸気により電子部品が致命的なダメージを受けることが
あります。特にハロゲン系消毒剤（フッ素・塩素・臭素・ヨウ素など）はコンデンサ内部
の腐食の原因となります。
また，梱包後に全体を処理する方法ではなく，梱包前の材料の段階で処理してください。
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1  ご使用になる前に 
■ 警告表示の内容と表示位置
本オプションユニットでは，下記の場所に取扱い上の警告を表示しています。取扱いの
際は必ず表示内容を守ってください。
ê} 1

図 1  警告表示

■ 警告表示の内容

AVERTISSEMENT
Lire le manuel avant l'installation.
Attendre  5 minutes apres la coupure de l'alimentation,
pour permettre la decharge des condensateurs.
Pour repondre aux exigences      , s assurer que le
neutre soit relie a la terre, pour la serie 400V. 

WARNING
Read manual before installing.
Wait 5 minutes for capacitor discharge after
disconnecting power supply.
To conform to    requirements, make sure
to ground the supply neutral for 400V class.  

Risk of electric shock.

Risque de decharge
electrique. 警告表示

位置

AVERTISSEMENT
Lire le manuel avant l'installation.
Attendre  5 minutes apres la coupure de l'alimentation,
pour permettre la decharge des condensateurs.
Pour repondre aux exigences      , s assurer que le
neutre soit relie a la terre, pour la serie 400V. 

WARNING
Read manual before installing.
Wait 5 minutes for capacitor discharge after
disconnecting power supply.
To conform to    requirements, make sure
to ground the supply neutral for 400V class.  

Risk of electric shock.

Risque de decharge
electrique.
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2  製品の概要
2 製品の概要

◆ 本製品について
PROFIBUSは幅広いアプリケーションに対応するオープンなネットワークシステムで，
高速データ通信が求められる用途に適用できます。
PROFIBUS-DP（Decentral Periphery)とは，3種類の PROFIBUSファミリーの内の 1
つで，フィールドバスレベルでの高速通信を実現します。
PROFIBUS-DPは国際規格（IEC61158)およびヨーロッパ規格・EN50170に認定され，
主に FA（ファクトリー・オートメーション）で使用されます。
インバータにオプションユニットを装着することで，PROFIBUS-DPマスタから次の
操作ができます。
• インバータの運転／停止
• インバータの運転状況のモニタ
• インバータのパラメータの設定変更／参照
9



3  製品が届いたら
3 製品が届いたら
製品がお手元に届きましたら，以下の項目を確認してください。
• オプションユニットに傷や汚れが付いていないか，外観を点検してください。
• ご注文通りの製品かどうか，ネームプレートに印刷している形式「SI-P3/V-H」を確
認してください。印刷場所については図 2を参照してください。

• 製品に不具合がありましたら，直ちにご購入いただいた代理店へご連絡ください。

◆ 梱包内容の確認
表 1  梱包内容

◆ 必要な工具

（注） 通信ケーブル側のコネクタをお客様が作成される場合，別途工具が必要になります。

梱包品 オプションユニット リード線 シール 取扱説明書（本書）

−

数量 1 4 1 1

オプションユニットをインバータに取り付けるときにドライバ ⊕ (M3，M3.5～
M6 <1>) が必要です。

<1> インバータのねじの大きさはインバータの容量に応じて違います。インバータのねじの大きさに合わ
せて，M3.5～ M6のドライバを用意してください。

取扱説明書
10



4  各部の名称
4 各部の名称

◆ オプションユニット
ê} 2

図 2  オプションユニット

（注） LED表示内容については，「LED表示」（14ページ）を参照してください。

A – LED （COMM: 緑） H – ネームプレート
B – LED（BF: 赤） I – リード線接続端子 (FE)
C – オプションカバー J – つめ
D – LED （ERR: 赤） K – リード線 <1>

<1> リード線は，配線されていない状態で梱包されています。

E – LED （RUN: 緑） L – リード線通し穴
F – 通信基板 M – 通信用コネクタ（9ピン D-SUB）
G – オプションカバー取付けねじ穴 N – インバータ接続用コネクタ

AE

D B

C

カバーを付けた状態

N

J

G

F

J
I

K

L

H

M

S
I-P

3

FE

RUN
ERR

COMM
BF

カバーを取り外した状態
裏面
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4  各部の名称 
◆ 外形寸法
インバータにオプションユニットを取り付けた場合，インバータの奥行き寸法が
27mm大きくなります。
ê} 3

図 3  外形寸法

27 mm
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4  各部の名称
◆ 通信用コネクタ
基板上に 9ピン D-SUB通信コネクタが実装されています。このコネクタを使用して，
オプションユニットを PROFIBUSネットワークに接続することができます。
ê} 4

図 4  通信用コネクタの位置

表 2  通信用コネクタの詳細

コネクタ図 ピン番号 記号 詳細

底面
1 Shield 接地用 （FGに直接接続しないでください）
2 – –

3 RxD/TxD-P データ受信／送信：B-line（赤）
4 CNTR-P リピータ用（送受信制御）
5 DGND データ線接地（VPに対する基準電圧）
6 VP +5 V電源（終端抵抗接続用）
7 – –

8 RxD/TxD-N データ受信／送信：A-line（緑）
9 – –

1

5

6

9

7
8

2
3
4
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4  各部の名称 
◆ LED表示
表 3  LED表示

LEDの名称
表示

動作状態 詳細（主な異常）
色 状態

RUN（電源） 緑

点灯 電源 ON
オプションユニットに電源が供給され，
オプションユニットのハードウェアの自
己診断が終了している。

消灯 電源 OFF

•インバータに電源が供給されていない。
•オプションユニットとインバータの接
続が不十分で，オプションユニットに
電源が供給されていない。

•オプションユニット内部の基板の自己
診断不良が発生した。

ERR
（オプション
エラー）

赤

点灯 オプションユニット
不良

オプションユニットの自己診断不良が発
生

点滅 インバータとの接続
不良

オプションユニットとインバータの接続
不良
（インバータ側パラメータ F6-30（Node
アドレス）の設定エラーも含む）

消灯 インバータとの接続
正常

インバータとオプションユニット間の接
続は正常

COMM
（通信状態） 緑

点灯 通信接続中 オプションユニットと PROFIBUS-DPマ
スタ間で正常に通信中

消灯 通信未成立
何らかの異常により，オプションユニッ
トと PROFIBUS-DPマスタ間で通信が成
立していない。

BF
（PROFIBUS-DP

エラー）
赤

点灯 通信手順設定待ち PROFIBUS-DPマスタからの通信パラ
メータ初期化中，または設定中

点滅 通信手順設定不良 PROFIBUS-DPマスタからの通信パラ
メータ不良

消灯 パラメータ設定正常 PROFIBUS-DPマスタからの通信パラ
メータ設定完了
14 



4  各部の名称
表 4  LED表示の組み合わせ

○点灯 /□点滅 /×消灯

LED表示
内容 原因 対策RUN ERR COMM BF

× × × × 電源 OFF

インバータの電
源が供給されて
いない

•インバータの主回路配線が適切であ
るか確認し，インバータの電源を投
入する。

オプションユ
ニットとイン
バータの接続が
不十分で，オプ
ションユニット
に電源が供給さ
れていない

•一度インバータの電源を遮断した後
で，オプションユニットとインバー
タの接続が適切か確認する。確認後，
インバータの電源を再投入する。

○ × × ×

•インバータ
との接続確
認中

•マスタ局か
らのデータ
待ち

•オプションユ
ニットから
Nodeアドレス
および
Configuration 
Parameterを読
み込み中

•マスタ局から
の初めての入
力データ待ち

－

× ○ × ×
オプションユ
ニット自己診
断不良

オプションユ
ニット不良

•インバータの電源を再投入する。
LED表示内容が変わらない場合は，
オプションユニットを交換する。

× □ × × インバータと
の接続不良

•オプションユ
ニットとイン
バータ側の初
期化不良

• Nodeアドレス
不良

•インバータの電源を再投入する。
LED表示内容が変わらない場合は，
オプションユニットまたはインバー
タを交換する。

•インバータの F6-30（Nodeアドレ
ス）の設定を確認する。

○ × × ○
マスタ局から
の通信手順設
定待ち

マスタ局からの
通信手順
（Set_Parm_Me
ssageと
Chk_Cfg_Messa
ge）設定待ち

•マスタ局からの通信手順を確認する。
•マスタ局が正常に動作しているか確
認する。

•終端抵抗が通信ラインに正しく接続
されているか確認する。

•通信ラインに断線やコネクタ接続不
良がないか確認する。

•通信ラインが主回路ケーブルと分離
して配線されているか確認する。

○ × × □
マスタ局から
の通信手順設
定不良

マスタ局からの
通信手順
（Set_Parm_Me
ssage）設定不良

•マスタ局からの通信手順を確認する。

○ × ○ × マスタ局と送
受信中 － －
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4  各部の名称 
◆ Nodeアドレスの設定
パラメータ F6-30を 0～ 125の範囲で設定してください。Nodeアドレスが重複しない
ように設定してください。
16 



5  取り付けと配線
5 取り付けと配線

◆ 安全上のご注意

危険

感電防止のために
オプションユニットの配線を行うときは，事前にインバータの電源をお切りください。
電源を切っても，インバータの内部コンデンサに電圧が残存しています。インバータの
CHARGE灯は，主回路直流電圧が 50 V 以下になると消えます。感電防止のため，すべて
の表示灯が消灯し，主回路直流電圧が安全なレベルになったことを確認後，5 分以上お待
ちください。

警告
感電防止のために

オプションカバーを外したまま，運転しないでください。
取扱いを誤った場合は，感電のおそれがあります。
本取扱説明書に掲載している図解は，細部を説明するために，カバーまたは安全のための
遮へい物を取り外した状態で描かれている場合があります。この製品を運転するときは，
必ず規定どおりのカバーや遮へい物を元通りに戻し，取扱説明書に従って運転してくださ
い。
電気工事の専門家以外は，保守・点検・部品交換をしないでください。
感電のおそれがあります。
配線・設定，操作は，オプションユニットの設置，調整，修理に詳しい人が行ってくださ
い。
ケーブルは傷つけたり，無理なストレスをかけたり，重たいものを載せたり，挟み込んだ
りしないでください。
感電のおそれがあります。
17



5  取り付けと配線 
重要

機器破損防止のために
オプションユニットを扱うときは，静電気 (ESD) 対策の決められた手順に従ってくださ
い。
取扱いを誤ると，静電気によって，基板上の回路が破損するおそれがあります。
インバータの電圧出力中は，電源を外さないでください。
取扱いを誤ると，インバータが破損するおそれがあります。
破損した機器を運転しないでください。
さらに機器の破損が進行するおそれがあります。
明らかな破損や紛失した部品がある機器を接続したり，操作しないでください。
配線時には，指定品でないケーブルを使用しないでください。
動作不良の原因となります。
弊社の推奨するケーブルを使用してください。
コネクタはしっかりと挿入してください。
機器の誤動作・破損の原因となります。
インバータとその他の機器の配線が完了したら，すべての配線が正しいかどうか確認して
ください。
配線を誤ると，オプションユニットが破損するおそれがあります。
18 



5  取り付けと配線
◆ 接続図
ê} 5

図 5  オプションユニットの接続例

■ PROFIBUS-DPの終端処理
オプションユニット本体には終端抵抗が内蔵されておりませんので，終端抵抗を内蔵し
た 9 ピン D-SUB コネクタを使用してください。終端抵抗がネットワーク上の両端のみ
ON（有効）になっていることを確認してください。他の場所で終端抵抗が ON になっ
ている場合は，通信が不安定，または通信不能の状態になります。
多くの 9 ピン D-SUB コネクタでは，終端抵抗スイッチにコネクタの出力側ケーブルを
切り離す機能が組み込まれています。ネットワークの両端に配置されたコネクタには入
力側ケーブルエントリのみを使用してください。不注意に間違った方向でコネクタに配
線した場合は，PROFIBUS 装置と終端ネットワークのいずれもネットワークに接続さ
れません。大部分のコネクタには，入力側ケーブルエントリおよび出力側ケーブルエン
トリを示す矢印が表示されています。
1.5 Mbps未満の通信速度で使用されるときは，インダクタなしで終端抵抗を接続しま
す。（図 7参照）1.5 Mbps以上の通信速度で使用されるときは，終端抵抗を接続する際
にインダクタが必要です。（図 5参照）

<1> オプションユニットの FE端子は付属のリード線を使用し，インバータの接地端子と必ず接続してく
ださい。

インバータ
HF-520

オプション
ユニット

RTS

DGND

VP

A-line
B-line

390 Ω 220 Ω 390 Ω

1B
1A

3

<1>

8
4
6
5

2B
2A

CN5

FE

D-subコネクタ
バス上の最後のスレーブの場合，
終端抵抗スイッチON

PROFIBUS-DPケーブル
(赤)

(緑)

(赤)

(緑)

シェル

PROFIBUS-DP
マスタへ

次のスレーブへ

(シェル)

PROFIBUS-DPケーブルコネクタ
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5  取り付けと配線 
ê} 6

図 6  PROFIBUS コネクタと終端抵抗

ê} 7

図 7  PROFIBUSケーブルの終端処理

バス終端 ON＝入力側ケーブルも出力側ケーブルも接続されません
バス終端 OFF＝入力側ケーブルも出力側ケーブルも接続されます

OO

O ON

OFF

出力側ケーブル入力側ケーブル

スイッチ

バス終端

9ピンD-SUBコネクタ

390 Ω
データ線

DGND (5 ピン) 

RxD/TxD-N (8 ピン) 

RxD/TxD-P (3 ピン) 

VP (6 ピン) 

データ線
220 Ω

390 Ω
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5  取り付けと配線
◆ オプションユニットを取り付ける前に
オプションユニットを取り付ける前に，必ずインバータの端子台の配線を行ってくださ
い。インバータの接続・配線に際しては，インバータ本体の取扱説明書を参照してくだ
さい。オプションユニット接続前にインバータが正常に動作するか確認してください。

◆ オプションユニットの取り付け
オプションユニットはインバータ本体のフロントカバーを取り外した部分に取り付けま
す。以下の手順に従って取り付けてください。

1. インバータの主回路電源を OFFにしてください。

危険 !オプションユニットの配線を行うときは，事前にインバータの電源をお切りください。電源を切っ
ても，インバータの内部コンデンサに電圧が残存しています。インバータの CHARGE灯は，主回
路直流電圧が 50 V 以下になると消えます。感電防止のため，すべての表示灯が消灯し，主回路直
流電圧が安全なレベルになったことを確認後，5 分以上お待ちください。

2. フロントカバーを取り外してください。
手順 7でオプションカバーを取り付けますので，ここで取り外したインバータ本
体のフロントカバーは不要になります。

ê} 8

図 8  フロントカバーの取り外し
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5  取り付けと配線 
3. 下カバーを取り外し，オプションユニット付属品のリード線をインバータの接地
端子と接続してください。

ê} 9

図 9  リード線と接地端子の接続

（注） リード線はインバータの容量に応じて 4種類同梱しています。
インバータ接続側の端子サイズと，リード線の長さはインバータによって異なりま
す。対応するリード線を使用してください。

ê} 10

図 10  リード線の詳細
（注） 端子カバー付き機種

–単相 200 V級：HF520S-A75～ 2A2
–三相 200 V級：HF5202-1A5～ 7A5
–三相 400 V級：全ての機種
上記のインバータに取り付ける場合 ,下カバーを取り外す前に，端子カバーを取り外
してください。また，リード線を接続後，端子カバーを取り付けてください。

ê} 11

図 11  端子カバー付モデルの取付け方法

A – オプションユニット接続側（ねじサ
イズ M3用）

B – インバータ接続側（ねじサイズ M3.5
～ M6用）

接地端子

リード線
下カバー

A
B
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5  取り付けと配線
4. 下カバーをインバータに元通りに取り付けます。
5. インバータにオプションユニットを取り付けてください。

左右のつめに引っかかるようはめ込んでください。
ê} 12

図 12  オプションユニットの取り付け

6. インバータ接地端子に接続したリード線を，オプションユニットのリード線接続
端子に接続してください。
配線するときは，リード線をインバータの下カバーの内側を通して，オプション
ユニットの前面のリード線通し穴から出してください。

ê} 13

図 13  リード線の接続

7. オプションカバーを取り付けます。
ê} 14

図 14  オプションカバーの取付け

つめを合わせる

つめを合わせる

リード線

インバータ接地端子

インバータの下カバーの内側に
リード線を通します。リード線通し穴

リード線

つめを合わせる
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5  取り付けと配線 
◆ 通信ケーブルの仕様
PROFIBUS-DP システムでは，表 5で弊社が推奨する PROFIBUS-DP 専用ケーブルを
使用してください。PROFIBUS-DP 専用ケーブル以外では，PROFIBUS-DP システム
の性能を保証されません。PROFIBUS-DP 専用ケーブルの仕様，お問い合わせ先につ
いては，PROFIBUS-DP 協会ホームページを参照してください。
日本プロフィバス協会ホームページ　http://www.profibus.jp/

■ ケーブルの種類
表 5  推奨通信ケーブル（Aタイプ）の仕様

■ ケーブル長
通信速度ごとにセグメントあたりのケーブル最大長が決まっています。以下の表のケー
ブル長は Aタイプのケーブル使用時のものです。

表 6  ケーブル長

◆ GSD ファイル
オプションユニットを取り付けたインバータの通信を簡単に実行するには，GSD ファ
イルを弊社の製品・技術情報サイト
(http://www.shi.co.jp/ptc/)からダウンロードしてください。
（注） GSDファイルは，PROFIBUS-DP通信オプションユニット SI-P3/V-Hを対象としたも

のをダウンロードしてください。誤った GSDファイルをダウンロードした場合は，
本製品はネットワーク内のスレーブとして動作しません。

仕様
インピーダンス 135～ 165 Ω，3～ 20 MHz

静電容量 30 pF/m 以下

ループ抵抗 110 Ω/km以下

導体断面 0.34 mm2以上

導体直径 0.64 mm以上

通信速度 (kbps) 距離／セグメント (m) 通信速度 (kbps) 距離／セグメント (m)
9.6 1200 500 400

19.2 1200 1500 200

45.45 1200 3000 100

93.75 1200 6000 100

187.5 1000 12000 100
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6  PROFIBUS-DPの設定パラメータ
6 PROFIBUS-DPの設定パラメータ
通信を開始する前に，すべてのパラメータの設定が正しいか確認してください。

表 7  設定パラメータの一覧
No. 名称 内容 設定値

b1-01
<1> 周波数指令選択

周波数指令の入力方法を選択します。
0: LEDオペレータ
1: 制御回路端子（アナログ入力）
2: MEMOBUS通信
3: オプションカード
4: パルス列入力

出荷時設定：1
範囲：0～ 4

b1-02
<1> 運転指令選択

運転指令の入力方法を選択します。
0: LEDオペレータ
1: 制御回路端子（シーケンス入力）
2: MEMOBUS通信
3: オプションカード

出荷時設定：1
範囲：0～ 3

F6-01 bUSエラー検出時の動作選択

オプションユニット通信エラー (bUS)が検
出されたときの停止方法を選択します。
0: 減速停止（C1-02の減速時間で減速停
止）
1: フリーラン停止
2: 非常停止（C1-09の非常停止時間で減速
停止）
3: 運転継続 <2>

出荷時設定：1
範囲：0～ 3

F6-02 外部異常 (EF0)の検出条件
通信オプションユニットからの外部異常入
力 (EF0)が検出される条件を選択します。
0: 常時検出
1: 運転中検出

出荷時設定：0
範囲：0，1

F6-03 外部異常 (EF0)検出時の動作
選択

通信オプションユニットからの外部異常入
力 (EF0)が検出されたときの停止方法を選
択します。
0:減速停止
1:フリーラン停止
2: 非常停止
3: 運転継続 <2>

出荷時設定：1
範囲：0～ 3

F6-07 NetRef/ComRef選択機能 0: 多段速指令無効
1: 多段速指令有効

出荷時設定：1
範囲：0，1

F6-08 通信パラメータリセット

A1-03（イニシャライズ）を実行したとき
の，通信関連のパラメータ (F6-/F7-
)の初期化動作の選択をします。
0: F6-/F7-は A1-03により初期化さ
れない
1: F6-/F7-は A1-03により初期化さ
れる
（注）本パラメータ F6-08はインバータの
初期化に影響されません。

出荷時設定：0
範囲：0，1
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6  PROFIBUS-DPの設定パラメータ 
F6-30
<3> <4> Node アドレス オプションユニットの Nodeアドレスを選

択します。

出荷時設定：0
最小値：0
最大値：125

F6-31 Clear Mode 選択
Clear Modeコマンド受信時の動作選択
0: 0クリア
1: 前回値保持

出荷時設定：0
範囲：0，1

F6-32 PROFIBUS Map選択 0: PPO Type 出荷時設定：0
範囲：0

<1> PROFIBUS-DPのマスタから PROFIBUS-DP通信を利用してインバータの運転／停止を行う場合は
b1-02に 3を，周波数を設定する場合は b1-01に 3を設定してください。

<2> 3（運転継続）を選択すると，異常発生時にインバータ単体で運転を継続します。このため，安全を
確保する別の手段（非常停止スイッチなど）を準備してください。

<3> Nodeアドレスの重複設定はできません。設定する Node アドレスが他の局で設定されていないか確
認してください。Nodeアドレス 0，1，2は一般的に制御，保守，機器の自己診断のために予約され
ています。

<4> 設定を変更した場合は，電源の再投入が必要です。

No. 名称 内容 設定値
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7  PROFIBUS-DPデータと I/Oマップ
7 PROFIBUS-DPデータと I/Oマップ
PROFIBUS-DP通信オプションユニットは，入力及び出力データ長を 3種類
（Extended data1＝ 32バイト，Extended data2＝ 12バイト，Basic data＝ 6バイト）
準備しデータ長を選択可能にしています。データ長は PROFIBUS-DPマスタのコン
フィグレーションツールにより設定します。

■ 高速 I/O データエリア
このエリアのデータはインバータへまたはインバータから直接転送されます。 例えば，
インバータを PROFIBUS-DP通信で使用する場合，インバータの運転 /停止と周波数
指令は，一般的にオプションユニットがデータを受け取った後，2ms以内でインバー
タに転送されます。

■ MEMOBUS メッセージエリア
このエリアはインバータと MEMOBUS メッセージを使用して通信を行います。イン
バータのパラメータ及びデータはすべて，このエリアを利用してアクセスすることが可
能です。このエリアのデータは，オプションユニットが受信後編集してインバータへ転
送されるので，返信までの時間が長くなります。このため，マスタ側ではハンドシェイ
キングにより同期をとる必要があります。

■ メモリ マップ
入出力データの 32バイトは以下のメモリマップのとおり構成されています。

■ レジスタマップ
Basic Data 
（6 バイト）

Extended Data 1
 （32 バイト）

Extended Data 2
（12 バイト）

高速 I/O データエリア 0 ～ 5バイト 0 ～ 15バイト 0 ～ 3バイト

MEMOBUS メッセージエリア – 16 ～ 31バイト 4 ～ 11バイト
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7  PROFIBUS-DPデータと I/Oマップ 
表 8  Basic dataレジスタマップ

表 9  Extended Data 1 レジスタマップ

出力データ（マスタ→インバータ） 入力データ（インバータ→マスタ）
バイト 内容 バイト 内容

0

<1> o1-03（周波数指令設定／表示の単位）の設定により単位が変わります。インバータが V/f制御に設定
されている場合，入力データの内容は出力周波数になります。

<2> 0.01 A単位となります。

運転指令（上位バイト） 0 インバータステータス（上位バイト）
1 運転指令（下位バイト） 1 インバータステータス（下位バイト）
2 周波数指令（上位バイト） 2 モータ速度（上位バイト）<1>

3 周波数指令（下位バイト） 3 モータ速度（下位バイト）<1>

4
予約領域

4 出力電流（上位バイト）<2>

5 5 出力電流（下位バイト）<2>

出力データ（マスタ→インバータ） 入力データ（インバータ→マスタ）
バイト 内容 バイト 内容

0 運転指令（上位バイト） 0 インバータステータス（上位バイト）
1 運転指令（下位バイト） 1 インバータステータス（下位バイト）
2 周波数指令（上位バイト） 2 モータ速度（上位バイト）<3>

3 周波数指令（下位バイト） 3 モータ速度（下位バイト）<3>

4

予約領域

4 トルクモニタ（上位バイト）<4>

5 5 トルクモニタ（下位バイト）<4>

6 6
予約領域

7 7

8 8 周波数指令（上位バイト）
9 9 周波数指令（下位バイト）
10 アナログ出力 CH1（上位バイト）<1> 10 出力周波数（上位バイト）
11 アナログ出力 CH1（下位バイト）<1> 11 出力周波数（下位バイト）
12

予約領域
12 出力電流（上位バイト）<5>

13 13 出力電流（下位バイト）<5>

14 接点出力（上位バイト）<2> 14 アナログ出力 CH1（上位バイト）
15 接点出力（下位バイト）<2> 15 アナログ出力 CH1（下位バイト）
16 MEMOBUS ファンクションコード 16 MEMOBUS ファンクションコード

17 MEMOBUS 開始レジスタ番号（上位バイ
ト）

17 MEMOBUS 開始レジスタ番号（上位バイ
ト）
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7  PROFIBUS-DPデータと I/Oマップ
18 MEMOBUS 開始レジスタ番号（下位バイ
ト） 18 MEMOBUS 開始レジスタ番号（下位バイ

ト）
19 MEMOBUS データ個数 19 MEMOBUS データ個数
20 MEMOBUS データ 1 （上位バイト） 20 MEMOBUS データ 1 （上位バイト）
21 MEMOBUS データ 1 （下位バイト） 21 MEMOBUS データ 1 （下位バイト）
22 MEMOBUS データ 2 （上位バイト） 22 MEMOBUS データ 2 （上位バイト）
23 MEMOBUS データ 2 （下位バイト） 23 MEMOBUS データ 2 （下位バイト）
24 MEMOBUS データ 3 （上位バイト） 24 MEMOBUS データ 3 （上位バイト）
25 MEMOBUS データ 3 （下位バイト） 25 MEMOBUS データ 3 （下位バイト）
26 MEMOBUS データ 4 （上位バイト） 26 MEMOBUS データ 4 （上位バイト）
27 MEMOBUS データ 4 （下位バイト） 27 MEMOBUS データ 4 （下位バイト）
28

予約領域
28

予約領域29 29

30 30

31 ハンドシェイキングレジスタ 31 ハンドシェイキングレジスタ

<1> インバータの多機能アナログ出力を通信上から設定することが可能です。この場合，多機能アナログ
出力 1は H4-01（多機能アナログ出力 1端子 AMモニタ選択）に 000（スルーモード）を設定してく
ださい。

<2> インバータの多機能出力を通信上から ON/OFFすることが可能です。この場合，H2-01（端子 MA，
MB，MCの機能選択（接点）），H2-02（端子 P1の機能選択（ホトカプラ）），H2-03（端子 P2の機能
選択（ホトカプラ））を F（スルーモード）に設定してください。

<3> o1-03（周波数指令設定／表示の単位）の設定により単位が変わります。インバータが PG無し V/f制
御に設定されている場合，入力データの内容は 0になります。

<4> A1-02（制御モード選択）で 0（V/f制御）を選択したときは使用できません。
<5> 0.01 A単位となります。

出力データ（マスタ→インバータ） 入力データ（インバータ→マスタ）
バイト 内容 バイト 内容
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7  PROFIBUS-DPデータと I/Oマップ 
表 10  Extended Data 2 レジスタマップ

出力データ（マスタ→インバータ） 入力データ（インバータ→マスタ）
バイト 内容 バイト 内容

0

<1> o1-03（周波数指令設定／表示の単位）の設定により単位が変わります。インバータが V/f制御に設定
されている場合，入力データの内容は出力周波数になります。

運転指令（上位バイト） 0 インバータステータス（上位バイト）
1 運転指令（下位バイト） 1 インバータステータス（下位バイト）
2 周波数指令（上位バイト） 2 モータ速度（上位バイト）<1>

3 周波数指令（下位バイト） 3 モータ速度（下位バイト）<1>

4 MEMOBUS ファンクションコード 4 MEMOBUS ファンクションコード

5 MEMOBUS 開始レジスタ番号（上位バ
イト）

5 MEMOBUS 開始レジスタ番号（上位バ
イト）

6 MEMOBUS 開始レジスタ番号（下位バ
イト） 6 MEMOBUS 開始レジスタ番号（下位バ

イト）
7 MEMOBUS データ長 7 MEMOBUS データ長
8 MEMOBUS データ 1 （上位バイト） 8 MEMOBUS データ 1 （上位バイト）
9 MEMOBUS データ 1 （下位バイト） 9 MEMOBUS データ 1 （下位バイト）

10 予約領域 10 予約領域
11 ハンドシェイキングレジスタ 11 ハンドシェイキングレジスタ
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7  PROFIBUS-DPデータと I/Oマップ
◆ PPO フォーマット
Parameter Process data Objects (以下 PPO) フォーマットを使う場合は，パラメータ
F6-32を 0に設定してください。PPOはサイクリック情報転送で定義されています。
このサイクリック転送で，プロセスデータ (PZD)及びインバータのパラメータデータ
が，マスタとスレーブの間で転送されます。PPO type 1～ 5の詳細についてはオプ
ションユニットのテクニカルマニュアルを参照してください。
本オプションユニットには PPOフォーマットが 5種類あります。

すべての PPOはレジスタ STW，ZSW，HSW，HIWを使用しています。このレジスタ
番号はインバータのレジスタに直接マッピングされません。 

PPO type 1 (8 Octets PKW + 4 Octets PZD)

PPO type 2 (8 Octets PKW + 12 Octets PZD)

PPO type 3 (4 Octets PZD)

PPO type 4 (12 Octets PZD)

PPO type 5 (8 Octets PKW + 20 Octets PZD)

PPO TYPE 5: Octet-String 28

PPO TYPE 4: Octet-String 12

PPO TYPE 3: Octet-String 4

PPO TYPE 2: Octet-String 20

PKW: Parameter ID/value
PZD: Process Data, cyclically transferred
PKE: Parameter ID (1st and 2nd octet)
IND: Sub-index (3rd octet), 4th octet is reserved
PWE: Parameter value (5th until 8th octet)
STW: Control word
HSW: Main setpoint
ZSW: Status word
HIW: Main actual value

PPO TYPE 1: Octet-String 12

PKW PZD

PKE IND PWE PZD3 PZD4 PZD5 PZD6 PZD7 PZD8 PZD9 PZD10
PZD1
STW
ZSW

PZD2
HSW
HIW
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8  異常診断とその対策
8 異常診断とその対策

◆ インバータ側で表示される異常コード
インバータの LEDオペレータに表示される，PROFIBUS-DP通信に関する異常とその
原因・対策を以下に示します。
ここに説明のない異常コードが LEDオペレータに表示された場合は，インバータ本体
のテクニカルマニュアルを参照してください。

■ 異常
bUS（オプションユニット通信異常）と EF0（通信オプションからの外部異常入力）
は，異常と軽故障の 2種類の表示があります。異常の発生時は，LED オペレータに表
示される文字は「点滅」ではなく「点灯」します。（ALM ランプも点灯します。）点滅
表示される場合は，「軽故障・警告」です。
運転中に通信が停止する場合，最初に以下の点について確認してください。
• オプションユニットとインバータは確実に接続されているか。
• PROFIBUS-DP通信ケーブルは確実にオプションユニットに接続されているか。（断
線はないか）

• PLCのプログラムが確実に実行されているか。PLCの CPUがストップしていない
か。

• 瞬時停電などにより，データ通信が途絶えることがないか。
表 11  異常表示と対策

LEDオペレータ表示 異常名

bUS

オプションユニット通信異常
通信エラーを検出した
（運転指令または周波数指令を，「オプションユニットから設定（b1-
01=3または b1-02=3）」と選択しているとき）

原因 対策
上位装置から通信指令が来ない

配線ミスがないかを確認する。
⇒配線を正しく行う。
⇒地絡または断線している箇所を取り除く。

通信ケーブルの配線が正しくな
い，または短絡や断線が発生し
ている

ノイズの影響で通信データに異
常が発生している

ノイズ対策の状況を確認する。
⇒制御回路の配線，主回路の配線，接地配線を確認し，十分なノイズ
対策を行う。
⇒電磁接触器がノイズ発生源であれば，電磁接触器のコイルにサージ
アブソーバを接続する。
⇒通信ケーブルをシールド付きケーブルに変更し，シールドをマスタ
側およびオプションユニット側で接地する。

オプションユニットが破損して
いる

⇒配線に異常がなく，常時異常が発生する場合は，オプションユニッ
トを交換する。
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8  異常診断とその対策
LEDオペレータ表示 異常名

EF0
通信オプションユニットからの外部異常入力
外部機器のアラーム機能が動作している

原因 対策
上位装置から通信データで外部
異常が入力（送信）された

⇒外部異常の原因を取り除く。
⇒上位装置の外部異常入力を解除する。

上位プログラムの異常 ⇒上位プログラムの動作チェックを行い，適切に修正する。

LEDオペレータ表示 異常名

oFA00
オプションユニット異常（ポート A）
未対応オプションユニット接続

原因 対策
インバータが対応していないオ
プションユニットを接続した ⇒インバータに対応したオプションユニットを接続する。

LEDオペレータ表示 異常名

oFA01
オプションユニット異常（ポート A）
オプションユニット接続不良

原因 対策
インバータとオプションユニッ
ト間のコネクタ接続が正しくな
い

⇒電源を OFFにして，オプションユニットをインバータのコネクタに
正しく接続する。

LEDオペレータ表示 異常名

oFA03
オプションユニット異常（ポート A）
オプションユニット自己診断エラー

原因 対策
オプションユニットのハード
ウェア異常 ⇒オプションユニットを交換する。

LEDオペレータ表示 異常名

oFA04
オプションユニット異常（ポート A）
オプションユニット Flash書込モード

原因 対策
オプションユニットのハード
ウェア異常 ⇒オプションユニットを交換する。
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8  異常診断とその対策 
■ 軽故障・警告
表 12  軽故障・警告表示と対策

LEDオペレータ表示 異常名
～ oFA30～

oFA43

オプションユニット異常（ポート A）

オプションユニットのハードウェア不良
原因 対策

オプションユニットのハード
ウェア異常 ⇒オプションユニットを交換する。

LEDオペレータ表示 軽故障名

bb
インバータベースブロック
使用中の通信フォーマットと設定内容の組合せが正しくない

原因 対策 軽故障出力
（H2-=10）

インバータを PROFIBUS-DP
通信で制御するように設定し，
かつ以下に示すどちらかの条件
が重なった場合，インバータの
出力は遮断され，LEDオペレー
タに bbが表示されます。
• MEMOBUS運転指令のビット

Fが 1（ベースブロック）に
設定されている

• PPOタイプの STWレジスタ
のビット 3が 0（ベースブ
ロック＋停止）に設定されて
いる

ご使用の通信フォーマットに合わせて，該当す
るビットを正しく設定し直してください。 なし

LEDオペレータ表示 軽故障名

CALL
通信待機中
電源投入時に，上位装置から制御データを正常受信できない

原因 対策 軽故障出力
（H2-=10）

通信ケーブルや終端抵抗の配線
が正しくない，または短絡や断
線が発生している

配線ミスがないかを確認する。
⇒配線を正しく行う。
⇒地絡または断線している箇所を取り除く。

有りマスタ側のプログラム異常 ⇒通信開始時の動作を確認し，プログラム内の
原因箇所を修正する。

通信回路が破損している
複数回電源を再投入する。
⇒再度「CALL」を検出する場合は，インバータ
を交換する。
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9  仕様
9 仕様

◆ 仕様
表 13  オプションユニットの仕様

形式 SI-P3/V-H（基板形式 : SI-P3）

PROFIBUS-DP
データ

PROFIBUS　DP-V0，V1
• PPO TYPE：1～ 5（No.3.072 Profile for Variable Speed Drives 準拠）
• Extended data1
高速 I/O データエリア（入力 16 バイト，出力 16 バイト）
MEMOBUS メッセージエリア（入力 16 バイト，出力 16 バイト）

• Extended data2
高速 I/O データエリア（入力 4 バイト，出力 4 バイト）
MEMOBUS メッセージエリア（入力 8 バイト，出力 8 バイト）

• Basic data
高速 I/O データエリア（入力 6 バイト，出力 6 バイト）

コネクタ 9 ピン D-SUB コネクタ (#4/40 UNC thread)

通信速度 9.6 kbps ～ 12 Mbps

周囲温度 –10°C～ +50°C

周囲湿度 95%RH 以下（結露なきこと）

保存温度 –20°C～ +60°C（輸送中の短期間温度）
設置場所 屋内（腐食性ガス，じんあいなどのない所）
標高 1000 m 以下
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10  保証について
10 保証について

◆ 保証基準

保証期間 工場出荷後 18ヶ月または稼動後 12ヶ月のうち短い方をもって保証期間と致し
ます。

保証内容

１．取扱説明書に準拠する適切な設置および保守管理が行われ、かつカタログ
に記載された仕様もしくは別途取り交わされた仕様条件下で運転が正しく
行われた場合、弊社製品が正常に動作することを保証致します。

２．弊社製品を構成する部品に欠陥や不良がなく、梱包および輸送に関しても
不備がないことを保証致します。

３．出荷された弊社製品が、弊社外形図および仕様書に適合したものであるこ
とを保証致します。

４．なお、保証範囲内であるかどうかは、当社が判断致します。

保証適用
除　　外

下記項目については、保証適用除外とさせて頂きます。
１．インバータの取扱、設置の不具合に起因する故障。
２．インバータの保管が弊社の定める保管要領書によって実施されていないな

ど、保守管理が不十分であり、正しい取扱が行われていないことが原因に
よる故障。

３．仕様を外れる運転が行われたことによる故障。
４．インバータを改造したことに起因する故障。
５．お客様範囲であるシーケンス回路等の不具合により、弊社製品に二次的故

障が発生した場合。
６．お客様の支給受部品もしくはご指定部品の不具合により生じた故障。
７．地震、火災、水害、塩害、ガス害、落雷、その他の不可抗力が原因による

故障。
８．正常なご使用方法でも、冷却ファンの軸受けが自然磨耗、消耗、劣化した

ことが原因による故障。
９．前各号の他当社の責めに帰すことのできない事由による故障。

その他 １．インバータの取付け、取り外しは弊社範囲外とします。
２．インバータの運送費用は、双方負担とします。
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